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国立国会図書館は 

日本語の資料の書誌データ（JAPAN/MARC）を世界に提供します 

 
 

国立国会図書館と OCLC（Online Computer Library Center, Inc.)は、WorldCat（OCLC
が維持管理する書誌データベース）を通じて、JAPAN/MARC（国立国会図書館が作成

した書誌データ）約 500 万件を国際的に提供することに合意しました。 

 
【OCLC とは？】 

 OCLC は、1967 年にオハイオで設立された世界最大の図書館サービス組織で、現

在、112 の国・地域から 71,000 館の図書館が参加しています。 
 参加図書館の書誌データを WorldCat（http://www.oclc.org/worldcat/）を通じて

世界中に提供しています。 
 
【JAPAN/MARC とは？】 

 国立国会図書館は、国内・国外刊行を問わず、日本語の資料を網羅的に収集する

ことを目指しています。それらの資料をもとに作成した書誌データが

JAPAN/MARC です。タイトルや著者だけでなく、テーマや内容などさまざまな

ポイントから効率良く資料を検索できるよう作成されています。 
 JAPAN/MARC はインターネット上でも公開しており、国立国会図書館ホームペ

ージの NDL-OPAC で検索できます（http://opac.ndl.go.jp/index.html）。 
 
【国立国会図書館が JAPAN/MARC を WorldCat に提供することで何が変わるか】 

 OCLC に登録している世界中の図書館は、JAPAN/MARC のデータを自由にダウ

ンロードして自館で所蔵する日本語資料の書誌データ作成に使えるようになりま

す。その結果、各図書館の目録作成に係るコストを減らすことができます。 
 OCLC に登録していなくても、世界中の誰もがインターネット上の WorldCat で

JAPAN/MARC のデータを無償で検索できるようになります。 
 
※WorldCat に国立国会図書館のデータが表示されるようになるのは、本年夏ごろの予定です。 
※今回、WorldCat で利用可能となるのは、データの検索およびダウンロードサービスであり、

WorldCat を通じての図書館間貸出はできません。 
 
 
■お問い合わせ先： 

国立国会図書館 総務部総務課 広報係 電話：03-3506-5103（直通） 


